



















































































































































仮説 1 : 主観的正確性は，社会経済的地位が非一貫的な層において低くなる。
　次に，同じメカニズムの後半部分から，主観的正確性と階層帰属意識の関係は次のように
なると予想される。
仮説 2 : 主観的正確性が低い人は，自分の帰属階層を「中」と回答する傾向がある。
 3　階層帰属意識の主観的正確性に関する質問は，筆者の知る限りではこれまで行われていないようだ
が，類似した内容の質問はすでに存在する。帰属階級への帰属強度がそれで，Jackman and Jackman
（1983）の場合，階級帰属意識の測定に続いて “How strongly do you feel belong to the ［class named］?”
という質問で測定されている（選択肢は “very strongly, somewhat strongly, or not too strongly”の 3択）。
階層帰属意識の主観的正確性は，この項目のヴァリアントとみなすこともできるだろう。なお，






























正確であると思う 8.6 （  244） 7.5 （  212）
ある程度正確であると思う 49.8 （1,414） 48.2 （1,369）
あまり正確ではないかもしれない 28.2 （  801） 29.4 （  835）
正確ではないかもしれない 4.8 （  136） 5.1 （  146）
わからない 8.6 （  244） 9.8 （  277）
合計 100.0 （2,839） 100.0 （2,839）
よくわからないから「中」なのか : 帰属階層判断の主観的正確性の基礎的検討
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平均 標準偏差 最小値 最大値
主観的正確性（5段階帰属） 2.705 .693 1 4
主観的正確性（10段階帰属） 2.673 .687 1 4
年齢 43.001 9.938 25 59
性別（基準カテゴリー＝男性）
　女性 .473 .499 0 1
婚姻関係（基準カテゴリー＝未婚＋離死別）
　既婚 .709 .454 0 1
教育（基準カテゴリー＝中卒＋高卒）
　大卒（短大・高専含） .605 .489 0 1
職業（基準カテゴリー＝無職）
　上層ノンマニュアル .306 .461 0 1
　下層ノンマニュアル .340 .474 0 1
　マニュアル .086 .280 0 1
従業上の地位（基準カテゴリー＝無職）
　正規雇用 .498 .500 0 1
　自営 .093 .290 0 1
　非正規雇用 .199 .400 0 1
世帯収入（単位 : 100万円） 6.330 3.624 0 21
居住地都市規模（基準カテゴリー＝郡部）
　特別区 .079 .270 0 1
　政令区 .218 .413 0 1
　市部 1（人口 20万人以上） .251 .433 0 1







B s.e. p B s.e. p
切片 2.684 .097 .000 2.840 .096 .000
年齢 －.001 .002 .425 －.002 .002 .316
女性 －.091 .037 .014 －.138 .037 .000
既婚 －.085 .035 .015 －.115 .035 .001
大卒 .059 .031 .061 .022 .031 .483
上層 NM －.077 .069 .267 －.038 .068 .574
下層 NM －.025 .066 .705 .015 .066 .823
マニュアル －.069 .080 .386 .030 .079 .703
正規雇用 .046 .076 .542 －.068 .075 .367
自営 .016 .082 .847 －.038 .081 .639
非正規雇用 .017 .072 .809 －.047 .072 .513
世帯収入 .002 .005 .675 .003 .005 .562
特別区 .252 .074 .001 .147 .073 .045
政令区 .139 .060 .020 .071 .060 .231
市部 1 .183 .059 .002 .095 .059 .103
市部 2 .123 .056 .030 .050 .056 .368





















すようコードされている。（1）教育 : 高卒以下=0，短大以上=1，（2）職業 : 労務=1，下









1 2 3 4 5 6
教育   .1   .9   .0 1.0   .3 1.0
職業 1.2 2.8 2.6 1.7 2.6 1.8
個人収入 1.9 2.5 3.0 1.0 1.0 3.0





































数値 : %　 （　）内は実数
クラスター
正確性（5段階帰属） 正確性（5段階帰属）
不正確 正　確 合計 不正確 正　確 合計
1（非一貫 I） 37.2 62.8 100.0（   164） 36.4 63.6 100.0（   162）
2（高一貫） 32.2 67.8 100.0（   503） 38.6 61.4 100.0（   498）
3（非一貫 II） 40.0 60.0 100.0（     95） 39.8 60.2 100.0（     93）
4（非一貫 III） 28.7 71.3 100.0（   115） 30.2 69.8 100.0（   116）
5（非一貫 IV） 33.3 66.7 100.0（   132） 31.1 68.9 100.0（   132）
6（非一貫 V） 33.3 66.7 100.0（     96） 31.3 68.8 100.0（     96）
計 33.5 66.5 100.0（1,105） 35.9 64.1 100.0（1,097）
クラスターと 5段階正確性のクロス表のカイ二乗検定 : χ2= 4.380, d.f.=5, p=.496












































































上 中の上 中の下 下の上 下の下 平均 S.D N
正確群 .9 22.2 40.4 27.5 9.0 2.786 .920 1,652
不正確群 .0 16.2 51.0 26.5 6.3 2.772 .792 924
計 .6 20.1 44.2 27.1 8.0 2.781 .876 2,576
χ2= 39.370, d.f.=4, p=.000 　†「上=5」～「下の下=1」とした場合の平均。
よくわからないから「中」なのか : 帰属階層判断の主観的正確性の基礎的検討
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確群の方が大きい（等分散性の Levene検定 : F=55.501, p=.000。等分散を仮定しない t検








分布（%） 正確群 不正確群 全　体
 1（上） .5 .1 .4
 2 .9 .3 .7
 3 8.4 3.2 6.6
 4 17.4 14.8 16.5
 5 14.8 21.3 17.1
 6 17.1 21.1 18.5
 7 18.1 22.0 19.5
 8 14.8 12.7 14.1
 9 4.9 3.0 4.2
10（下） 3.1 1.6 2.5
平均†（S.D） 5.064（1.890） 4.993（1.558） 5.039（1.780）
N 888 1,631 2,519
























不正確群 正確群 不正確群 正確群
B s.e. p B s.e. p B s.e. p B s.e. p
切片 2.054 .147 .000 1.888 .114 .000 4.077 .271 .000 3.631 .258 .000
年齢 .000 .003 .870 －.002 .002 .290 －.005 .005 .332 －.009 .005 .077
女性 .372 .067 .000 .231 .049 .000 .326 .124 .009 .432 .112 .000
大卒 .098 .055 .073 .156 .043 .000 .314 .103 .002 .245 .095 .010
上層 NM .242 .126 .056 .189 .093 .042 .147 .230 .523 .269 .212 .205
下層 NM .049 .122 .687 －.062 .089 .488 －.181 .221 .412 －.091 .205 .659
マニュアル .004 .144 .980 －.008 .107 .942 －.269 .267 .314 .104 .243 .669
正規 －.040 .138 .773 .134 .102 .189 .112 .249 .654 .342 .235 .145
自営 －.164 .150 .275 －.107 .110 .334 －.089 .273 .745 －.238 .253 .347
非正規 －.144 .129 .267 －.086 .097 .380 －.093 .237 .696 －.215 .222 .334
世帯収入 .080 .008 .000 .118 .006 .000 .150 .016 .000 .202 .013 .000
R2 .190 .000 .323 .000 .174 .000 .216 .000


















主効果のみ 交互作用効果あり 主効果のみ 交互作用効果あり
B s.e. p B s.e. p B s.e. p B s.e. p
切片 1.944 .093 .000 2.154 .102 .000 3.836 .197 .000 4.068 .215 .000
年齢 －.002 .002 .249 －.002 .002 .293 －.008 .004 .036 －.007 .004 .041
女性 .285 .040 .000 .280 .040 .000 .404 .084 .000 .398 .084 .000
大卒 .136 .034 .000 .096 .056 .085 .260 .071 .000 .304 .117 .010
上層 NM .206 .075 .006 .131 .090 .145 .209 .159 .188 .167 .188 .374
下層 NM －.023 .073 .748 －.022 .072 .759 －.126 .153 .412 －.117 .153 .446
マニュアル －.003 .087 .975 －.004 .086 .962 －.028 .183 .879 －.022 .183 .904
正規 .078 .083 .347 .074 .082 .370 .275 .174 .115 .261 .174 .135
自営 －.124 .089 .166 －.128 .089 .151 －.174 .189 .358 －.192 .189 .310
非正規 －.102 .078 .192 －.103 .078 .186 －.162 .165 .328 －.172 .165 .297
世帯収入 .106 .005 .000 .079 .008 .000 .186 .010 .000 .148 .018 .000
主観的正確性 .007 .034 .838 －.309 .075 .000 －.085 .070 .225 －.432 .157 .006
正確性×大卒 .065 .069 .347 －.055 .146 .709
正確性×上層 NM .117 .074 .117 .089 .156 .568
正確性×世帯収入 .038 .010 .000 .056 .021 .007



















 6　具体的には，各種満足感（問 8 : 4項目），生活水準の変化（問 9 : 1項目），自分自身の社会経済的
地位の評価（問 11 : 5項目），格差問題への意見を中心とした社会意識（問 12 : 12項目），再配分政
策への意見（問 13 : 5項目），一般的信頼（問 14 : 6項目），組織への信頼（問 16 : 7項目），信頼と










































































　① 調査主体 : 2005年「社会階層と社会移動」調査研究会，② 調査時期＝2005年 11月～
2006年 4月， ③ 調査対象＝20歳以上 69歳以下の男女， ④ サンプリング法＝層化 2段抽出
法， ⑤ 調査法＝面接法（一部項目のみ自記式留置）， ⑥ 有効回答数＝5,472，有効回収率＝
44.1%。
（2）SSP-I調査
　① 調査主体 : 階層と社会意識研究プロジェクト（SSPプロジェクト）， ② 調査時期＝2010
年 12月～2011年 4月， ③ 調査対象＝25歳以上 59歳以下の男女， ④ サンプリング法＝層化
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